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風
呂
鍬
小
攷

小

野

恭

一
　
　
　

は
じ
め
に

こ
の
ほ
ど
筆
者
は
、
令
和
二
年
度
の
黎
明
館
企
画
展
「
蒔
く
・
穫
る
・
耕
す
―
か
ご
し
ま

の
農
具
―
」
を
担
当
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
鹿
児
島
県
内
各
地
で
使
用
さ
れ
た
一
一
三
点
の

農
具
を
は
じ
め
、
雲
谷
等
薩
や
木
村
探
元
の
描
い
た
「
四
季
耕
作
図
」、
島
津
重
豪
が
編
纂

さ
せ
た
農
業
技
術
書
『
成
形
図
説
』
な
ど
の
資
料
を
展
示
し
た（
１
）。

展
覧
会
を
準
備
し
て
い
た
令
和
二
年
四
月
当
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

の
た
め
、
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

館
外
で
の
資
料
調
査
が
困
難
と
な
り
、
館
内
の
収
蔵
資
料
を
中
心
に
展
示
を
計
画
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
幸
い
、
当
館
は
鹿
児
島
県
内
全
域
か
ら
収
集
し
た
豊
富
な
民
俗
資
料
を
所
蔵

し
て
お
り
、
農
具
に
限
っ
て
も
約
一
五
〇
〇
点
も
の
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
資
料
を
収
蔵
庫
内
で
調
査
し
な
が
ら
企
画
を
練
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

当
館
収
蔵
の
民
俗
資
料
は
、
そ
の
大
部
分
が
当
館
建
設
の
際
に
収
集
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
か
ら
同
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
ま
で
の
十
四
か
年
に
わ
た

り
、
当
館
で
展
示
・
収
蔵
す
る
民
俗
資
料
収
集
の
た
め
、
鹿
児
島
民
俗
学
会
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
県
内
全
域
で
基
礎
調
査
が
行
な
わ
れ
た（
２
）。
調
査
で
は
、
資
料
一
点
ご
と
に
「
資
料
調

査
報
告
カ
ー
ド
」
が
作
成
さ
れ
、
所
有
者
、
使
用
方
法
、
法
量
、
簡
易
の
実
測
図
、
使
用
者

か
ら
の
聞
き
取
り
、
資
料
の
写
真
な
ど
の
情
報
が
、
裏
表
一
枚
の
カ
ー
ド
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
カ
ー
ド
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
公
開
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
当
館
に
保
管
さ

れ
て
お
り
、
収
蔵
資
料
の
基
本
情
報
を
補
う
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
小
野
重
朗
や
下
野
敏
見
ら
先
学
の
蓄
積
し
て
き
た
先
行
研
究（

３
）に
学
び
つ
つ
、
農

具
の
地
域
的
特
色
や
型
式
の
違
い
、
農
具
の
改
良
と
発
達
、
伝
播
と
普
及
に
注
目
し
、
カ
ー

ド
を
参
照
し
な
が
ら
、
改
め
て
一
点
ず
つ
資
料
の
法
量
を
測
り
直
し
、
資
料
を
比
較
す
る
こ

と
か
ら
調
査
を
開
始
し
た
。
本
稿
は
、
筆
者
が
収
蔵
資
料
を
調
査
す
る
中
で
確
認
で
き
た
風

呂
鍬
の
地
域
性
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
と
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
風
呂
鍬
と
実
測
方
法

さ
て
、
最
も
基
本
的
な
農
具
の
一
つ
で
あ
る
鍬
は
、
田
、
畑
を
問
わ
ず
、
耕
起
、
畝
立
、

除
草
、
中
耕
、
イ
モ
類
の
収
穫
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
農
作
業
の
場
面
で
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
風
呂
鍬
、
唐
鍬
、
備
中
鍬
、
手
鍬
な
ど
、
そ
の
種
類
や
名
称
も
豊
富
で
、
用
途
に
応
じ

て
い
ろ
い
ろ
な
形
状
の
鍬
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た（
４
）。
鍬
を
分
類
す
る
と
き
、
そ
の
機
能
や
構

造
か
ら
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
能
か
ら
は
、
田
畑
の
荒
起
こ
し
や
開
墾
で
深
く
耕
す

「
打
ち
鍬
」、
畦
づ
く
り
な
ど
で
浅
く
土
を
削
っ
て
移
動
さ
せ
る
「
引
き
鍬
」、
そ
の
中
間

的
な
「
打
引
き
鍬
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ（
５
）、
構
造
か
ら
は
、「
風
呂
」
と
呼
ば
れ
る
木
製
の

「
台
」
の
有
無
に
よ
っ
て
風
呂
鍬
と
風
呂
無
鍬
の
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
風
呂
鍬
は
、

台
に
柄
と
鍬
先
（
刃
）
を
装
着
し
、
風
呂
無
鍬
は
、
直
接
鍬
先
（
刃
）
と
柄
を
接
合
す
る
構

造
と
な
っ
て
い
る（
６
）。

本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
風
呂
鍬
は
、
鹿
児
島
県
内
で
は
主
に
「
オ
デ
グ
ワ
」、「
ヒ
ラ

グ
ワ
」、「
ヘ
ラ
グ
ワ
」
等
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
名
称
の
「
オ
デ
」
や
「
ヒ
ラ
」、「
ヘ

ラ
」
は
、
い
ず
れ
も
風
呂
鍬
の
構
造
上
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
台
に
由
来
す
る
。
こ
の
ほ

か
に
「
ノ
ウ
チ
グ
ワ
」、「
マ
ム
シ
ノ
ビ
ン
タ
」
の
呼
称
も
あ
る
。「
ノ
ウ
チ
グ
ワ
」
は
、「
野
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を
打
つ
鍬
」
の
意
で
あ
り
、「
マ
ム
シ
の
ビ
ン
タ
」
は
、
刃
の
先
端
の
形
状
が
丸
い
も
の
で

マ
ム
シ
の
頭
（
方
言
で
ビ
ン
タ
）
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る（
７
）。

当
館
に
は
、
こ
の
よ
う
な
風
呂
鍬
が
完
形
の
も
の
で
四
十
八
点
収
蔵
さ
れ
て
い
る（

８
）。

一
見
同
じ
風
呂
鍬
で
も
、
柄
や
刃
の
長
さ
、
柄
と
刃
の
角
度
、
刃
の
先
端
の
形
状
等
に
違

い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
、
一
般
的
に
も
土
壌
の
性
質
、
作
業
動
作
、
用
途
な
ど

の
違
い
に
起
因
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
肥
後
鍬
」
や
「
天
草
鍬
」
な
ど
の

地
域
名
を
冠
す
る
風
呂
鍬
も
あ
っ
て
、
生
産
、
使
用
地
に
よ
っ
て
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
県
内
の
風
呂
鍬
に
も
土
地
の
実
情
を
反
映
し
た
地
域
性
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
資
料
の
実
測
を
試
み
た
。
当
館
収
蔵
の
風
呂
鍬
は
、

県
内
の
ほ
ぼ
全
域
を
網
羅
し
、
地
域
ご
と
に
数
点
の
資
料
を
集
め
て
い
る
た
め
、
資
料
の
比

較
分
析
に
耐
え
る
と
判
断
し
た
。

資
料
の
実
測
に
当
た
り
、
図
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ａ
～
Ｅ
の
項
目
を
設
け
、
以
下
の
基

準
で
計
測
を
行
な
っ
た（
９
）。

Ａ　

柄
の
長
さ
。
資
料
を
側
面
か
ら
見
て
、
柄
の
上
辺

が
台
と
接
す
る
部
分
の
端
か
ら
柄
の
先
端
を
直
線

で
結
ん
だ
長
さ
を
計
測
し
た
。

Ｂ　

刃
の
長
さ
。
刃
の
先
端
か
ら
台
の
後
端
ま
で
の
長

さ
を
計
測
し
た
。

Ｃ　

刃
の
幅
。
幅
の
最
大
値
を
計
測
し
た
。

Ｄ　

柄
と
刃
の
角
度
。
刃
先
の
前
方
部
を
床
面
と
水
平

に
置
き
、
柄
の
付
け
根
の
中
央
部
の
角
度
を
、
建

築
用
勾
配
目
盛
を
使
用
し
て
計
測
し
た
。

Ｅ　

台
の
高
さ
。
台
の
後
端
部
分
を
計
測
し
た
。

こ
の
他
、
刃
の
先
端
の
形
状
や
柄
の
握
り
、
柄
の
底
の
台
か
ら
下
へ
の
突
出
と
い
っ
た
資

料
の
特
徴
に
つ
い
て
も
把
握
に
努
め
た（
（1
（

。

二
　
黎
明
館
収
蔵
の
風
呂
鍬

実
測
結
果
を
整
理
す
る
と
、
表
一（

（1
（

の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
測
を
と
お
し
て
筆

者
が
読
み
取
っ
た
種
子
島
、
長
島
の
地
域
の
風
呂
鍬
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

（
一
）　

種
子
島
地
域
の
風
呂
鍬

ま
ず
、
種
子
島
の
風
呂
鍬
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
種
子
島
は
、
現
在
の
行
政
区
分
上
、

西
之
表
市
、
中
種
子
町
、
南
種
子
町
の
三
市
町
か
ら
な
る
。
こ
の
地
域
の
風
呂
鍬
は
、
完
形

の
も
の
十
五
点
を
収
蔵
し
て
お
り
、
比
較
的
そ
の
特
徴
を
つ
か
み
や
す
い
（
整
理
番
号
１
～

15
）。表

中
の
太
枠
内
の
数
値
に
注
目
す
る
と
、
柄
の
長
さ
（
Ａ
）
は
、
約
一
〇
〇
～
一
二
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
長
い
。
県
内
の
他
の
地
域
の
も
の
に
も
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
長
さ
の
も
の
は
あ
る
が
、
種
子
島
の
風
呂
鍬
は
、
凡
そ
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

長
さ
の
柄
を
も
つ
特
徴
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
柄
と
刃
の
角
度
（
Ｄ
）
は
、
四
十
～
五
十
度
と
大
き
い
。
県
内
の
他
の
地
域
の
も

の
は
、
後
述
す
る
長
島
の
風
呂
鍬
な
ど
を
除
い
て
、
凡
そ
三
十
～
四
十
度
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
比
較
的
角
度
が
大
き
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
他
、
台
の
高
さ
（
Ｅ
）
も
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
が
多
く
、
刃
の
先
端
の
形
状
は
全
て
マ
ム
シ
頭

型
で
あ
り
、
柄
に
握
り
の
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
種
子
島
の
風
呂
鍬
の
特
徴
は
、
す
で
に

先
行
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
下
野
敏
見
は
、

種
子
島
の
風
呂
鍬
は
独
特
の
形
態
と
機
能
の
鍬
で
あ
る
と

し
、
そ
の
特
徴
を
「
大
き
く
て
、
柄
入
の
台
木
の
部
分
が

固
く
て
重
い
」、「
鍬
の
鉄
部
分
の
長
さ
は
六
〇
セ
ン
チ
以

　図1　風呂鍬の実測項目

　図２　種子島の風呂鍬（整理番号11）
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上
も
あ
り
、
柄
の
長
さ
は
人
に
よ
っ
て
違
う
が
一
〇
〇
セ
ン

チ
以
上
の
長
さ
で
、
柄
の
上
端
は
滑
り
止
め
の
コ
ブ
が
つ
い

て
い
る
」、「
鍬
先
が
光
り
、
亀
頭
状
に
横
が
ふ
く
ら
み
、
そ

こ
は
鋭
く
光
っ
て
い
て
、
草
や
小
さ
い
木
の
根
な
ど
を
切
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
捉
え
る（

（1
（

。
ま
た
、
水
流
郁
郎
も

「
柄
の
上
端
に
は
滑
り
止
め
の
コ
ブ
が
つ
い
て
い
る
の
も
種

子
島
の
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
述
べ
る（
（1
（

。
こ
れ
ら

の
特
徴
は
、
下
野
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
風
呂
鍬
が
原

野
を
開
墾
す
る
「
ア
ラ
キ
打
ち
」
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
関

係
し
、
打
ち
込
ん
で
赤
粘
土
質
の
土
と
芝
草
や
茅
な
ど
の
草

の
根
を
切
る
作
業
に
適
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
風
呂
鍬
を
使

用
す
る
動
作
も
独
特
で
あ
る（
（1
（

。

（
二
）　

長
島
地
域
の
風
呂
鍬

次
に
、
資
料
点
数
が
種
子
島
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
長
島

地
域
の
風
呂
鍬
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
長
島
地
域
は
、
鹿

児
島
・
熊
本
両
県
に
ま
た
が
る
天
草
諸
島
の
う
ち
、
長
島
・

伊
唐
島
・
諸
浦
島
、
獅
子
島
な
ど
の
島
々
か
ら
な
る
地
域
で
、

東
町
と
長
島
町
が
合
併
し
て
、
現
在
の
長
島
町
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
域
の
風
呂
鍬
は
、
当
館
に
三
点
収
蔵
さ
れ
て
い

る
（
整
理
番
号
45
～
47
）。

表
中
の
太
枠
内
の
数
値
に
注
目
す
る
と
、
柄
の
長
さ

（
Ａ
）
が
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
短
く
、
柄
と
刃
の

角
度
（
Ｄ
）
も
二
十
三
～
二
十
八
度
と
小
さ
い
。
ま
た
、
柄

に
対
す
る
刃
の
長
さ
の
比
率
が
大
き
く
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
、
柄
の
底
が
約
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
突
出
し
て
い

　表1　黎明館所蔵の風呂鍬
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る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
、
熊
本
県
天
草
地
域
の
風
呂
鍬

（
整
理
番
号
48
）
に
も
共
通
す
る
。

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
熊
本
県
の
宇
土
半
島
や
長
崎
県
の

島
原
半
島
な
ど
不
知
火
海
周
辺
地
域
で
も
、
同
様
の
風
呂
鍬

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
野
重
朗

は
、
長
崎
県
南
高
来
郡
国
見
町
（
現
・
長
崎
県
雲
仙
市
）
の

「
ヒ
ラ
グ
ワ
」
と
呼
ば
れ
る
風
呂
鍬
を
例
に
、
刃
は
幅
が
狭

く
長
く
、
柄
が
短
く
、
柄
の
角
度
が
小
さ
い
な
ど
の
特
徴
を

示
し
、
こ
の
よ
う
な
風
呂
鍬
が
「
天
草
上
島
か
ら
宇
土
半
島
、

島
原
に
か
け
て
ひ
ろ
く
見
ら
れ
る
」
と
す
る（
（1
（

。

向
山
勝
貞
は
、
上
記
の
小
野
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
長
島
地
域
の
風
呂
鍬
に
つ
い
て
、「
こ

の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
た
鍬
は
、『
天
草
鍬
』『
肥
後
鍬
』
と
い
わ
れ
、
長
崎
県
（
島
原
）、

佐
賀
県
、
熊
本
県
（
宇
土
、
天
草
）、
鹿
児
島
県
（
長
島
）
等
不
知
火
海
周
辺
地
域
に
分
布

し
て
い
る
」
と
す
る（
（1
（

。

実
は
、
長
島
地
域
と
熊
本
県
天
草
地
域
の
風
呂
鍬
の
、
柄
の
長
さ
が
短
く
、
柄
と
刃
の
角

度
が
小
さ
く
、
柄
に
対
す
る
刃
の
長
さ
の
比
率
が
大
き
い
傾
向
は
、
風
呂
鍬
に
限
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
参
考
と
し
て
当
館
収
蔵
の
備
中
鍬
の
実
測
結
果
を
表
二
に
掲
げ
る（
（1
（

。
表
二
を

見
る
と
、「
ミ
ツ
マ
タ
グ
ワ
」
と
呼
ば
れ
る
備
中
鍬
（
整
理
番
号
61
・
62
）
に
も
、
先
に
確

認
し
た
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

こ
の
形
の
備
中
鍬
に
つ
い
て
、
小
野
重
朗
は
、「
熊
本
よ
り
長
島
を
へ
て
甑
島
に
い
た
る

ま
で
、
こ
の
三
マ
タ
、
二
マ
タ
の
長
い
刃
の
鍬
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
田
の

仕
事
や
イ
モ
ホ
リ
な
ど
に
用
い
る
。
土
地
が
重
い
事
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
。
柄
と
な
す
角

度
は
小
さ
く
、
柄
は
み
じ
か
く
、
か
が
ん
で
用
い
る
点
も
熊
本
系
の
鍬
に
よ
く
似
て
い
る
」

と
述
べ
、
熊
本
か
ら
長
島
、
甑
島
の
備
中
鍬
の
分
布
と
型
式
・
使
い
方
の
共
通
性
を
指
摘
す

る（
（1
（

。
小
野
の
指
摘
は
表
二
（
整
理
番
号
60
・
74
・
75
）
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　表２　黎明館所蔵の備中鍬

　図３　長島の風呂鍬（整理番号45）
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小
野
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
備
中
鍬
同
様
に
、
表
一
の
甑
島
の
風
呂
鍬
（
整
理
番

号
43
）
が
長
島
地
域
と
熊
本
県
天
草
地
域
の
風
呂
鍬
と
似
た
傾
向
を
示
す
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
実
測
し
た
資
料
が
一
点
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き

た
い
。

　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
当
館
収
蔵
資
料
の
実
測
を
も
と
に
鹿
児
島
県
内
の
風
呂
鍬
の

地
域
性
に
つ
い
て
、
主
に
種
子
島
、
長
島
の
地
域
の
風
呂
鍬
の
特
徴
を
見
て
き
た
。
筆
者
は
、

敢
え
て
こ
れ
を
新
し
い
見
解
と
せ
ず
、「
確
認
」
と
表
現
し
た
。
そ
れ
は
、
資
料
の
実
測
か

ら
得
ら
れ
た
結
論
が
、
先
行
研
究
で
も
大
ま
か
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
各
地
域

の
集
落
・
民
家
を
隈
無
く
訪
ね
歩
き
、
鹿
児
島
の
農
具
を
見
て
き
た
先
学
た
ち
に
と
っ
て
、

経
験
的
か
つ
感
覚
的
に
知
っ
て
い
る
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
臆
せ
ず
に
述
べ
る
と
、
筆
者
は
、
先
学
の
蓄
積
し
た
優
れ
た
研

究
に
学
ぶ
な
か
で
、
一
種
の
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
行
研
究
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
中
に
は
、
数
多
く
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
見
聞
き
し
て
培
っ

た
研
究
者
個
人
の
経
験
を
根
拠
と
し
た
感
覚
的
な
実
感
で
も
っ
て
、
資
料
を
論
じ
て
い
る
も

の
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
優
れ
た
研
究
者
の
感
覚
的
な
実
感
は
、
真
実
の
的

を
射
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
う
が
、
客
観
性
は
伴
わ
な
い
。
筆
者
は
、
学
問
を
共
有

す
る
上
で
、
経
験
や
感
覚
を
根
拠
と
し
な
い
客
観
性
こ
そ
必
要
と
考
え
、
よ
り
客
観
的
な
数

値
を
も
と
に
農
具
を
分
析
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
結
果
と
し
て
、
先
学
の
経
験
的
・
感
覚
的

な
実
感
の
一
部
を
科
学
的
に
実
証
し
、
再
確
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
稿
で
確
認
し
て
き

た
作
業
は
、
先
行
研
究
を
批
判
的
に
検
証
す
る
方
法
論
と
成
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

伝
統
的
な
農
業
生
産
に
用
い
ら
れ
て
き
た
農
具
が
、
次
第
に
そ
の
姿
を
消
し
て
い
き
、
そ

れ
を
使
用
し
て
い
た
農
家
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
売

ら
れ
て
い
る
画
一
的
な
農
具
や
農
業
機
械
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
た
と
え

「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
は
な
く
と
も
、
集
落
や
民
家
を
訪
ね
て
の
資
料
調
査
で
伝
統
的
農
具
や
そ

の
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
筆
者
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

こ
そ
研
究
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
地
域
の
博
物
館
、
資
料
館
が
収
集
し
て
き
た
実
物

資
料
を
、
今
一
度
調
べ
直
し
、
収
蔵
庫
内
の
資
料
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に
お

い
て
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
作
業
は
、
先
行
研
究
を
検
証
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
す
る
。

今
後
、
農
具
に
限
ら
ず
、
当
館
収
蔵
庫
及
び
県
内
各
地
で
民
具
の
実
測
調
査
を
行
な
い
、

基
礎
情
報
を
蓄
積
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
具
の
も
つ
地
域
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め

た
い
。
諸
賢
の
忌
憚
の
な
い
ご
批
判
と
ご
教
示
を
い
た
だ
け
た
ら
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

註
（
1
）
会
期
は
令
和
二
年
九
月
八
日
～
令
和
三
年
一
月
十
七
日
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
一
年

の
農
事
サ
イ
ク
ル
の
中
か
ら
、
耕
起
や
整
地
に
関
わ
る
「
耕
す
」、
作
物
の
播
種
や
植

付
に
関
わ
る
「
蒔
く
」、
収
穫
や
脱
穀
に
関
わ
る
「
穫
る
」
の
三
つ
を
柱
と
し
て
、
か

ご
し
ま
の
伝
統
的
な
農
業
の
営
み
を
紹
介
し
た
。

（
2
）
調
査
成
果
の
一
部
は
、
以
下
の
計
十
四
冊
の
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
。『
奄
美
諸
島
・
種
子
島
・
屋
久
島
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
鹿
児
島

県
明
治
百
年
記
念
事
業
事
務
局
、
一
九
六
九
年
）、『
甑
島
・
長
島
有
形
民
俗
資
料
調

査
報
告
書
』（
鹿
児
島
県
明
治
百
年
記
念
館
建
設
調
査
室
、
一
九
七
〇
年
）、『
ト
カ
ラ

列
島
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
一
年
）、『
霧
島
山
麓
（
姶
良
郡
北

東
部
）
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
二
年
）、『
大
隅
半
島
南
部
民
俗
資
料

調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
三
年
）、『
薩
摩
半
島
南
部
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』

（
同
、
一
九
七
四
年
）、『
北
薩
地
区
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
五

年
）、『
大
隅
半
島
北
部
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
六
年
）、『
大
隅

半
島
東
部
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
七
年
）、『
川
内
川
上
流
地
区
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有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
八
年
）、『
薩
摩
地
区
有
形
民
俗
資
料
調

査
報
告
書
』（
同
、
一
九
七
九
年
）、『
曽
於
北
・
姶
良
地
区
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告

書
』（
同
、
一
九
八
〇
年
）、『
薩
摩
半
島
東
部
地
区
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、

一
九
八
一
年
）、『
日
置
地
区
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
同
、
一
九
八
二
年
）。

（
3
）
鹿
児
島
県
内
の
農
具
研
究
の
基
本
的
な
文
献
と
し
て
、
小
野
重
朗
『
南
九
州
民
具

図
帖
』（
私
家
版
、
一
九
六
六
年
）、
同
著
『
南
九
州
の
民
具
』（
慶
友
社
、
一
九
六
九

年
）、
同
著
『
民
具
の
伝
承　

有
形
文
化
の
系
譜
（
下
）』（
慶
友
社
、
一
九
八
五

年
）、
鹿
児
島
民
具
学
会
編
『
か
ご
し
ま
の
民
具
―
鹿
児
島
民
具
博
物
誌
』（
慶
友
社
、

一
九
九
一
年
）、
上
江
洲
均
・
神
崎
宣
武
・
工
藤
員
功
『
琉
球
諸
島
の
民
具
』（
未
来
社
、

一
九
八
三
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
4
）
宮
本
馨
太
郎
『
民
具
入
門
』（
慶
友
社
、
一
九
六
九
年
）
一
五
四
～
一
五
五
頁
。
農

具
の
名
称
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、『
国
際
常
民
文
化
研
究
叢
書
六
―
民
具
の
名
称
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
―
［
民
具
名
一
覧
編
］』（
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
、

二
〇
一
四
年
）
を
参
考
に
し
、
な
る
べ
く
広
域
的
な
視
点
で
比
較
可
能
な
名
称
を
使
用

す
る
。
個
別
の
資
料
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
黎
明
館
の
登
録
資
料
名
を
基
本
と
し
、
資

料
収
集
時
に
確
認
さ
れ
た
固
有
の
呼
称
が
あ
る
場
合
は
、
資
料
登
録
カ
ー
ド
の
記
載
に

従
っ
た
。
た
だ
し
、
方
言
の
文
字
表
記
は
統
一
し
て
い
な
い
。

（
5
）
堀
尾
尚
志
・
飯
沼
二
郎
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
十
九　

農
具
』（
法
政
大
学
出
版

会
、
一
九
七
六
年
）
一
〇
八
頁
。

（
6
）
前
掲
注
（
４
）
宮
本
書
。
本
稿
で
は
、
文
献
等
の
引
用
を
除
き
、
風
呂
鍬
の
「
風

呂
」
部
分
を
「
台
」
と
表
記
す
る
。

（
7
）
川
野
和
昭
「
南
九
州
・
鹿
児
島
の
民
具
」（『
国
際
常
民
文
化
研
究
叢
書
九
―
民
具
の

名
称
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
［
地
域
呼
称
一
覧
編
］』
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研

究
機
構
、
二
〇
一
五
年
）
二
三
二
頁
、
同
著
「
鹿
児
島
の
民
具
名
称
―
広
域
的
比
較

研
究
を
目
指
す
試
み
―
」（
前
掲
研
究
叢
書
）
二
九
七
頁
。
な
お
、
下
野
敏
見
は
「
オ

デ
」
の
語
源
を
「
ウ
デ
」（
腕
）
と
す
る
説
を
唱
え
る
（
下
野
著
『
南
日
本
の
民
俗
文

化
誌
十
一　

南
日
本
の
民
俗
文
化
誌
』
南
方
新
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
九
七
頁
）。

（
8
）
鹿
児
島
県
内
の
風
呂
鍬
に
は
、
奄
美
諸
島
で
「
ト
チ
ム
ン
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
田
打

鍬
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
台
の
後
端
と
柄
の
下
部
を
つ
な
ぐ
つ
っ
か
い
棒
を

取
り
付
け
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
分
析
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。

ト
チ
ム
ン
は
、
柄
と
刃
の
角
度
が
八
十
度
ほ
ど
あ
る
典
型
的
な
打
ち
鍬
で
あ
る
。
前
掲

注
（
３
）『
南
九
州
の
民
具
』
七
十
三
頁
、『
か
ご
し
ま
の
農
具
』
二
十
四
～
二
十
五
頁
。

（
9
）
実
測
に
当
た
り
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
神
奈
川
大
学
日
本
常

民
文
化
研
究
所
調
査
報
告
第
十
三
集　

民
具
実
測
図
の
方
法
Ⅰ
―
農
具
―
』（
平
凡
社
、

一
九
八
八
年
）
を
一
部
参
考
に
し
た
。
本
稿
に
掲
載
し
た
実
測
結
果
は
、『
鹿
児
島
県

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
所
蔵
品
目
録
（
Ⅲ
）
産
業
Ⅰ
』（
一
九
八
六
年
）
に
記
さ

れ
た
法
量
と
数
値
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
記
載
の
誤
り
で
は
な
く
、
計
測

基
準
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
10
）
刃
や
台
の
形
状
、
刃
や
柄
の
反
り
の
角
度
、
重
量
な
ど
も
風
呂
鍬
の
機
能
に
関
係
す

る
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
11
）
表
の
台
帳
番
号
は
、
黎
明
館
の
資
料
登
録
カ
ー
ド
の
番
号
で
あ
る
。
使
用
地
域
は
、

収
集
時
に
資
料
が
使
わ
れ
て
い
た
所
在
地
を
基
本
と
し
、
現
在
の
市
町
村
名
を
記
し
て

い
る
。
可
能
な
範
囲
で
大
字
等
を
表
記
し
、
平
成
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
旧
市
町
村
名

が
残
っ
て
い
な
い
場
合
は
、「
肝
属
郡
高
山
町
→
肝
付
町
（
旧
高
山
町
）」
の
よ
う
に
表

記
し
た
。
資
料
の
配
列
は
、
市
町
村
ご
と
に
ま
と
ま
り
を
も
た
せ
て
並
べ
た
。
備
考
一

で
、
刃
の
先
端
の
形
状
が
丸
い
も
の
を
「
マ
ム
シ
頭
型
」
と
表
記
し
た
。

（
12
）
下
野
敏
見
「
種
子
島
の
製
鉄
お
よ
び
鍛
冶
技
術
」（『
鹿
児
島
民
具
』
第
三
号
、

一
九
八
二
年
）
十
九
～
二
十
頁
。

（
13
）
前
掲
注
（
３
）『
か
ご
し
ま
の
民
具
』
六
十
五
頁
。

（
14
）
下
野
敏
見
『
南
日
本
の
民
俗
文
化
誌
十
二　

南
か
ら
見
る
日
本
民
俗
文
化
論
』（
南

方
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
五
四
～
二
五
九
頁
。

（
15
）
前
掲
注
（
３
）『
南
九
州
民
具
図
帖
』
三
頁
。
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（
16
）『
鹿
児
島
県
出
水
郡
東
町
有
形
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』（
東
町
教
育
委
員
会
、
南
日

本
文
化
研
究
所
、
一
九
七
一
年
）
十
四
頁
。

（
17
）
備
中
鍬
は
、
二
本
か
ら
四
本
の
刃
を
も
つ
股
鍬
で
、「
ヒ
ツ
」
と
呼
ぶ
柄
壺
に
差
し

込
む
風
呂
無
鍬
で
あ
る
。
実
測
に
当
た
っ
て
は
、
概
ね
風
呂
鍬
と
同
様
の
方
法
で
計
測

し
た
。
柄
の
長
さ
（
Ａ
）
…
資
料
を
側
面
か
ら
見
て
、
柄
の
上
辺
に
連
な
る
柄
壺
の
底

部
か
ら
柄
の
先
端
を
直
線
で
結
ん
だ
長
さ
を
計
測
し
た
。
刃
の
長
さ
（
Ｂ
）
…
刃
の
先

端
か
ら
柄
壺
の
後
端
ま
で
の
長
さ
を
計
測
し
た
。
刃
の
幅
（
Ｃ
）
…
幅
の
最
大
値
を
計

測
し
た
。
柄
と
刃
の
角
度
（
Ｄ
）
…
刃
先
の
前
方
部
を
床
面
と
水
平
に
置
き
、
柄
の
付

け
根
の
中
央
部
の
角
度
を
、
建
築
用
勾
配
目
盛
を
使
用
し
て
計
測
し
た
。

（
18
）
引
用
は
、
小
野
重
朗
の
記
録
し
た
「
資
料
調
査
報
告
カ
ー
ド
」（
資
料
名
「
ミ
ツ
マ

タ
・
フ
タ
マ
タ
」
一
九
六
九
年
七
月
、
薩
摩
郡
上
甑
村
瀬
上
）
の
所
見
。
熊
本
県
宇
土

市
の
「
ミ
ツ
マ
タ
グ
ワ
」
に
つ
い
て
、
前
掲
注
（
３
）『
南
九
州
の
民
具
』
七
十
頁
。

（
お
の　

き
ょ
う
い
ち　

学
芸
課
主
事
）


